
 

工事計画に関するヒアリングにおける事前確認について 

 

令和２年５月２６日 

新基準適合性審査チーム 

Ｄサブチーム 

○対象資料名：【原冷】主要設備リスト 

該当ページ 確認内容 

（２／６９） 機器区分で先行審査プラントでは、「主蒸気流量制限器」があるが、相

当する設備は無いか説明すること。 

同上 主配管で「Ｂ２１－Ｆ００１Ａ，Ｃ，Ｆ，Ｈ，Ｌ，Ｎ，Ｒ，Ｔ～サプレ

ッションチェンバ」とあるが、先行審査プラントのクエンチャ（排気管）

に相当する設備は記載上どこにあるのか説明すること。 

原冷全体 「クラス１で、変更なし」及び「クラス２で、変更なし」の主配管等に

おいて、対応する根拠書があるものとないものが混在することから、考

え方を説明すること。あわせて、主要設備リストにあり根拠書がないも

のについて、根拠書との不整合、抜け防止の観点から、根拠なし設備を

リスト化し、理由を説明すること。また、他の系統で根拠書が記載され

ている場合は、他系統との関係も踏まえて整理し説明すること。 

原冷全体 重大事故等対処設備の区分で「－」とあるが、先行審査プラントとの差

異を説明すること。 

（９／６９）抽気

系 

「系統名」で抽気系の後、先行審査プラントでは「主蒸気隔離弁漏えい

抑制系」があるが相当する設備は無いか説明すること。 

原冷全体 

 

主配管の名称で、「〇〇～○分岐部」「〇分岐部～〇〇」とある配管と、

「〇〇～○分岐部」「分岐部」「分岐部～〇〇」と単独で「分岐部」「合

流部」があるが、どのような整理か今回の新規制基準対応との関係を含

めて説明すること。（普通の分岐部とは何が異なるのか説明すること。） 

（１８／６９）～ 

系統名「耐圧強化ベ

ント系」主配管 

主配管の記載順序は、作成要領に従っているか説明すること。 

（２０／６９）～ 

系統名「格納容器逃

がし装置」主配管 

同上、以下、他の系統（３９／６９低圧代替注水系など）も同様に説明

すること。 

（２５／６９） 「系統名」で先行審査プラントにある「代替水源供給設備」に相当する

設備は無いか説明すること。 

（２６／６９）「高

圧炉心注水系」 

主要弁 

Ｅ２２－Ｆ００６ＢＣは、系統図でどこにあるか説明すること。 



 

（２９／６９）「原

子炉隔離時冷却系」 

主要弁 

Ｅ５１－Ｆ０３９は、系統図でどこにあるか説明すること。 

（３２／６９）「高

圧代替注水系」 

「機器区分」で先行審査プラントにある「ろ過装置」に相当する設備は

無いか説明すること。 

（３９／６９）「低

圧代替注水系」 

 

安全弁及び逃がし弁で、「Ｅ１１－Ｆ０５１ＡＢＣ」は、要目表では、

注記＊で「ＡＢが対象」とあるが、設備リストでは記載が無い、整合さ

せなくて良いか。（ＲＨＲ使用時と低圧代替注水系での相違であるが類

似するものは無いか確認すること） 

（４３／６９）「低

圧代替注水系」 

可搬ホース 

「可搬型代替注水ポンプ屋内用２０ｍホース」は、系統図上では常設Ｓ

Ａ配管と常設ＳＡ配管の間に設置するようだが、現状の運用手順及び

常設化できない理由を説明すること。また、屋外からの注水でＳＡ設備

として、常設ＳＡ配管との間に可搬ホースを用いている先行審査プラ

ントはあるのか、本配管全体の設工認上の取扱い（常設 or 可搬）を説

明すること。 

【先行炉】可搬ポンプ～可搬ホース～接続口（建屋）～常設ＳＡ配管。 

（４６／６９）「補

注水系」主配管 

「６号機補給水系より復水貯蔵槽まで」とあり、要目表と記載が異なる

ため、整合を検討すること。 

同上 「補給水系復水移送ポンプ出口分岐部～Ｎ２１－Ｆ０９９」は、系統図

でどこにあるか説明すること。 

（６８／６９）「Ｃ

ＵＷ」主要弁 

主要弁で「Ｇ３１－Ｆ０１７」だけ根拠書を付ける理由を説明するこ

と。他に主要弁で新たに根拠書を付けたものはどれか説明すること。 

（６９／６９）「Ｃ

ＵＷ」主配管 

主配管で「Ｇ３１－Ｆ０１７～原子炉格納容器」だけ根拠書を付ける理

由を説明すること。他に主配管で新たに根拠書を付けたものはどれか

説明すること。 

また、機器クラスで「変更なし、クラス１」と記載があるが、主要弁「Ｇ

３１－Ｆ０１７」では「クラス１」と差異があるが記載の考え方を説明

すること。 

（６８／６９）「Ｃ

ＵＷ」 

系統図がないため、主配管の対象範囲の確認ができない。 

以上 


